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水の事故と水泳の学習  

　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　     　 2025.6.2　校長　西谷　秀幸 

 

　いよいよ今週から、水泳の学習が始まります。そこで、「学校で行う水泳の学習」につ

いて、○×クイズを５問出します。 

【第１問】水泳の学習は、外国でも、日本の学校と同じようにほとんどの学校で行わ

     れている。                    （正解…×）

　日本には、ほとんどの学校にもプールがあり、水泳の学習があります。しかし、外国で

はそれはとても珍しいことで、例えば、アメリカや韓国、中国などの国には、小学校や中

学校にプールがなく、水泳の学習もない学校が多いのだそうです。外国の人たちはプール

がある日本の学校がうらやましいと思っているのだそうです。 

【第２問】日本の学校にプールが作られるようになったのは、子供が溺れて亡くなる

     事故がたくさん起きたからである。         （正解…○）

　日本という国は、まわりを海で囲まれている島国で、川も多いので、昔から「水練」と

いう、昔の泳ぎ方を学習をしていました。しかし、今から７０年前、修学旅行中の中学生

が、船の衝突事故があったときに、泳ぎ方を知らなかったことで１６８人も亡くなってし

まいました。また、海や川で「水練」をしているときにも、子供が溺れて亡くなる事故が

たくさん起きたので、全国の学校でプールが作られるようになりました。 

【第３問】日本では、毎年のように川や海で溺れて亡くなっている人がいる。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （正解…○）

　日本では、１年間に７００人くらいの人が、海や川などの水の事故で亡くなっています。 

　実は、板橋区でも、４年前の４月に、区内の小学校２年生が新河岸川という川で溺れて

亡くなってしまうという悲しい事故がありました。ですから、子供だけで、海や川に行か

ないようにしましょう。 

【第４問】水泳の学習で、一番大事なことは「速く泳ぐこと」である。 （正解…×）

　学校での水泳の学習で一番大事なことは、「速く泳ぐ」ことではなく、「水に慣れて、

水と親しむ」こと、つまり「水と友達になる」ことなのです。 

　もしかしたら、皆さんの中には、「泳げないから」とか「恥ずかしいから」…などと思

って、水泳の学習はしたくないなぁ…という人がいるかもしれません。でも、苦手な人も

「水と友達になる」「水と仲良くなる」ことをめあてにして、安全で楽しい水泳の学習に

しましょう。そして、卒業までに２５ｍ、泳げるようになりましょう。 

【第５問】水泳の学習は、ちょっとくらいルールを守らなくても死んでしまうような

     ことはない。                                        （正解…×）

　校庭や体育館での体育と違って、水泳はルールをしっかり守らないと死んでしまうこと

があります。このあと、今野先生から水泳の学習について、大事なお話があります。しっ

かり聞き、ルールを必ず守って、楽しい学習にしましょう。 

 

　これで、体育朝会の話を終わります。　　　　　　　　（裏面に「先生方へ」があります）



〈先生方へ〉
先週は、日光移動教室説明会、ソフトボール投げなど、ありがとうございました。

また、水泳準備及び講習会、ありがとうございました。今週から水泳指導が始まりま
す。「安全」第一、「水に慣れ親しむ」ことを第一に御指導をよろしくお願いします。

【資料】世界的に珍しい学校のプール、熱心な水泳授業は武芸が由来？…見直される学ぶ目的
（2024年8月11日）

日本の小学校は９割に屋外プールがあるほど水泳に熱心だが、外国ではプール
のある学校自体が珍しい。なぜ授業で水泳を学び、学校プールが普及したのか。

公立小学校での設置率９割
文部科学省の調査によると、公立小学校の屋外プール設置率は、２０１８年度

に９４％に達した。水泳教育に詳しい鳴門教育大・松井敦典教授は「オランダや
ドイツも水泳授業はあるが、公営プールで行う。国際学会で日本の公立校の多く
にプールがあると話すと驚かれる」と語る。高校生ら約３００人が犠牲となった
１４年の「セウォル号」沈没事故後、水泳の授業に力を入れる韓国でも、小学校
のプール設置率は２％という。
学校で水泳を習う日本独自の教育は、武士が命を守るために学ぶ武芸の一つだ

った伝統が背景にある。日本は海に囲まれ川も多く、戦で敗走する際は乗馬と共
に水泳の技法が命運を分けるとされた。「波を立てない」「刀を持ちながら」な
どの特色がある古式泳法が、日本水泳連盟が認めるものだけでも各地に１３流派
残る。日本最古のプールも約２００年前の江戸時代に、会津藩や長州藩が藩校の
一角に設けた「水練場」とされる。
水泳の歴史に詳しい国際武道大学の土居陽治郎教授によると、水泳授業が広ま

ったきっかけも、子どもの命を守るためだった。１９５５年に高松市沖で修学旅
行中の小中学生が乗った連絡船「紫雲丸」が沈没し、１６８人が犠牲になる水難
事故が起きると、子どもたちが学校で水泳を学ぶためには、プールが必要との声
が高まったという。

オリンピックきっかけに建設ラッシュ
学校プールの建設ラッシュは６０～７０年代に全国で一斉に起きた。きっかけ

は６４年の東京五輪開催と競泳人気の高まりだった。開催に向けて６１年に制定
されたスポーツ振興法により、建設に国の補助金が出るようになった。６８年に
改定された学習指導要領で、「すもう」などと並ぶ「その他」の運動だった水泳
が、跳び箱などの器械運動や陸上競技と並ぶ主要な運動に“格上げ”された影響
も大きかった。
学校プールにはスタート台が付設され、授業ではクロールや平泳ぎなどの泳法

の練習に多くの時間が割かれている。一方で、溺れた時に備える着衣水泳は年１
回程度にとどまるのが現状だ。土居教授は「命を守るためなのか、スポーツとし
て学ぶのか。水泳授業の使命は曖昧になっている」と指摘する。

５０年以上経過し、民間利用へ移行
全国に広まった学校プールは現在、急減している。建設から５０年以上が経過

し、建て替えや修繕が必要だが、億単位の費用がかかるため、廃止される学校が
相次いでいるからだ。
２０２１年度の公立小学校の屋外プールの設置率は８７％と、わずか３年で７

ポイント減った。文科省の２２年度調査では、小学校の約１割は水泳授業を学外
で行っていた。水道代や、清掃や水質管理をする教員の負担が重いこと、小学校
教員が水泳指導の専門性を担保することが難しいことなども課題とされ、授業は
公営プールや民間のスイミングクラブを利用する動きが広がっている。今年度も
京都市、鹿児島市、東京都福生市などが水泳授業の民間委託を試行的に開始した。
小中学校の学習指導要領で水泳は必修だが、実は水泳場が確保できない場合は、

実技を扱わなくてもよいとされている。プールがない学校がさらに増えると見込
まれる中、水泳授業は何を目的とするのか。学外で実技を扱う場合、児童・生徒
の安全はどう確保するのか。改めて水泳授業のあり方を見直す時期にきている。
https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/news/20240810-OYT1T50186/#google_vignette


